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	プロジェクト開始フェーズの SMART 目標

	プロジェクト開始フェーズの SMART 目標は、プロジェクトの開始に必要な情報を整理して収集すること、および今後のプロジェクトに向けてそのプロセスを単純化することです。
開始フェーズの SMART 目標として、それぞれの新規プロジェクトの開始から 2 週間以内に包括的なプロジェクト憲章を提出することで、スポンサーによる早期の承認の可能性を向上させる、といったことが挙げられます。必要なすべての情報を含むプロジェクト憲章テンプレートを作成または使用し、開始するプロジェクトごとにこの情報を入力するシステムを確立することで、この目標を達成できます。



	プロジェクト計画フェーズの SMART 目標

	プロジェクト計画フェーズの SMART 目標には、プロジェクトでの期待事項 (タイムライン、予算、プロジェクト範囲、
リスク管理) の包括的な文書を含める必要があります。これらの期待事項では、効果的なプランニング戦略に焦点を当てる必要があり、過去の成功したプロジェクトを土台とするべきです。
計画フェーズの SMART 目標として、今後のプロジェクトで使用できるプロジェクト計画テンプレートを作成する、といったことが挙げられます。これにより、予算のニーズとタイムラインを予測する、プロジェクト範囲の概要をまとめる、潜在的なリスクを特定するといったタスクをより正確に実行できます。





	プロジェクト実行フェーズの SMART 目標

	プロジェクト実行フェーズの SMART 目標には、チームがプロジェクト タスクをより簡単に完了できるようにするプロセスを含めるべきです。そうしたプロセスとして、より詳細なプロジェクト スケジュールを作成する、チームとチェックインを頻繁に行う、阻害要因を発見する、といったことが挙げられます。
プロジェクト実行フェーズの SMART 目標として、それぞれのプロジェクト タスク、所有者、依存関係のカテゴリが一覧できるガント プロジェクト スケジュールを作成し、可視性を高めるといったことが挙げられます。



	プロジェクト監視フェーズの SMART 目標

	プロジェクト監視フェーズの SMART 目標では、プロジェクトの進捗を効果的に追跡することに焦点を当てます。そうした追跡活動として、定期的な更新の提供、手順の事前変更、不測のリスク管理戦略の策定が含まれます。
監視フェーズの SMART 目標として、週ごとのプロジェクト追跡プロセスを確立し、プロジェクトのタイムラインと予算の正確性を確認するとともに、プロジェクト文書を更新して現在の状況を反映させる、といったことが挙げられます。



	プロジェクト終了フェーズの SMART 目標

	プロジェクト終了フェーズの SMART 目標では、プロジェクトの成功または失敗の評価に焦点を当て、学んだ教訓を文書化するとともに、プロジェクト データを整理して将来参照できるようにする必要があります。
プロジェクト終了フェーズの SMART 目標として、各プロジェクトの終了後に教訓ミーティングを開き、それらの教訓を文書化する、といったことが挙げられます。これにより、将来のチームが同様のプロジェクトに取り組む際に、そうした教訓を参照できます。





	
免責条項

Smartsheet がこの Web サイトに掲載している記事、テンプレート、または情報などは、あくまで参考としてご利用ください。Smartsheet は、情報の最新性および正確性の確保に努めますが、本 Web サイトまたは本 Web サイトに含まれる情報、記事、テンプレート、あるいは関連グラフィックに関する完全性、正確性、信頼性、適合性、または利用可能性について、明示または黙示のいかなる表明または保証も行いません。かかる情報に依拠して生じたいかなる結果についても Smartsheet は一切責任を負いませんので、各自の責任と判断のもとにご利用ください。
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